
木造聖観音菩薩坐像(お前立像) 木造三十三観音応現身像

　町では指定・未指定にかかわらず、さまざまな文化財を
適切な状態で保存し、後世に継承していき、地域おこしな
どの資源として活用していきます。

■西会津町指定
如法寺木造金剛力士立像 ( 左が吽形像、右が阿形像 )

新
た
に
「
如
法
寺
木
造
金
剛
力
士
立
像
」
が

町
指
定
重
要
文
化
財
に
追
加

　

３
月
28
日
付
で
新
た
に
町
指
定
重
要
文
化
財
（
以

下
「
町
重
文
」）
に
加
わ
っ
た
金
剛
力
士
像
は
、
仁

王
像
と
も
呼
ば
れ
、
口
を
開
け
て
い
る
の
が
阿あ
ぎ
ょ
う形

像
、
閉
じ
て
い
る
の
を
吽
う
ん
ぎ
ょ
う形
像
と
さ
れ
、
外
敵
を
打

ち
払
う
た
め
寺
門
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

如
法
寺
の
場
合
、
鳥
追
観
音
堂
の
参
道
入
口
に
あ

る
仁
王
門
の
中
に
あ
り
、
正
面
向
か
っ
て
右
側
が
阿

形
像
、
左
側
が
吽
形
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
像
は
両
方
と
も
頭
や
胴
体
の
主
要
な
部
分

を
い
く
つ
か
の
木(

部
材)

を
寄
せ
集
め
て
作
る

「
寄よ

せ
ぎ
づ
く
り

木
造
」
で
、
目
に
水
晶
を
は
め
込
む
「
玉ぎ

ょ
く
が
ん眼

」

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
技
法
か
ら
、
今
か
ら
約
６
５
０
年
前
の

南
北
朝
時
代
に
、
中
央
（
現
在
の
京
都
府
周
辺
）
か

ら
来
た
仏ぶ

っ
し師

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
如
法
寺
に
は
同
じ
南
北
朝
時

代
作
の
仏
像
と
し
て
、
お
前ま

え
だ
ち立

像
の
木
造
聖

し
ょ
う

観か
ん
の
ん音

菩ぼ
さ
つ薩

坐ざ
ぞ
う像(

町
重
文)

や
木
造
三
十
三
観
音
応お

う
げ
ん現

身し
ん
ぞ
う像(

町
重
文)

が
あ
り
、
三
十
三
観
音
応
現
身
像

は
像
内
の
墨ぼ

く
し
ょ
め
い

書
銘
か
ら
至
徳
元
年(

１
３
８
４
年)

に
大や

ま
と
の
く
に

和
国(

現
在
の
奈
良
県)

の
仏
師
・
朝

ち
ょ
う
し
ゅ
ん

春
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
状
態
と
し
て
は
、
一
部
あ
と
か
ら
継
ぎ
足
し

た
り
欠
落
し
た
り
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
全
身

の
赤
の
彩
色
も
よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
造
立
当
初
の

姿
を
伝
え
る
優
品
と
し
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

町指定重要文化財に「如
にょほうじもくぞうこんごうりきしりゅうぞう

法寺木造金剛力士立像」が追加

古のものがたり
              文化財が語る過去
古
いにしえ

のものがたり
              文化財が語る過去■福島県指定

木造聖観音立像(ご本尊・秘仏) 木造毘沙門天立像

文
化
財
は
有
形

・
無
形
を
問
わ
ず
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で

生
ま
れ
　

育
ま
れ
　

今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
も
の
。

地
域
の
特
性
や
魅
力
を
持
ち
合
わ
せ
た

「地
域
の
宝
」
で
す
。

如法寺の指定文化財（仏像編）

木造金剛力士像(なで仏)木造不動明王立像

〈問い合わせ先〉
歴史文化基本構想推進室（町公民館内）
電話 ４５－３２４４
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